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(⑦ サ ラー ( 入 拝 ) に 関す る 法規 定 


@ サラ ー に お いて アル テ フ ァ ー デ ティ ハ 草 ( ク ルアー ン 第 1 章 ) を 読む こと に 関す る 法規 定 : 


イマ ー ム で あれ 、 イ マー ム に 従う 者 で も れ 、 あ る い は 単独 




















H で サラ ー を 行う 者 で あれ 、 サ 


ラー に お いて アル テニ フ ァ ー テ ィ バ 章 を 読む こと は 義務 で す 。 そ れ は その サラ ー が 義務 の も 
の か ある い は 任意 の も の か 、 ま た 声 を 出し て 行う も の か ある い は 潜 め て する も の か を 問い 











せん 。 ま た 声 を 日 








ませ ん 。 ア ル ニ テ ファー ティ ハム バ 章 は 各 ラ クア で 必ず 
れ て 来 て イマ ー ム と 共に ルク ーッ (お 辞 儀 の 形 の 礼 提 
アル ニテ ファ ー テ ィ バ 章 を 読む こと が 日 




















三 亡 コ 
= う 


ツ L づ 








E な けれ ば な り ま せん が 、 サ ラー に ビ 遅 
動作) する の に は 間に合っ た も の の 、 
日 来 な か っ た と いう よう な 場合 は その 限り で は あり ま 
H す べき サラ ー に お いて イマ ー ム に 従う 者 も 同様 で す 。 














IT 








@ も し アデ アルテ フ ァ ー テ ィ ハ バハ 章 を 知ら な い 場 合 は 、 どこから で も よい の で クル アー ン の 知っ 











て いる 人 和 所 














SU 45 の ZS っ 


を 読み ます 。 も し クル アー ン を 全く 知ら な い 場 合 に は 、 こ う 唱 える よう に し 








2 の YR の の ウジ 








ワ ジワ ・ ジ ジー・ イ ラー ハ ・ プ イップ ブッ クラ 


ー フ 、 ワ ッ ラ ー フ ・ ア ク バ パル 、 ワ ・ ラ ー・ ハ ウラ ・ ワ ・ ラ ー・ ク ウ ワ タ ・ プ イッ ラ ー・ ど 


ッ テ ー (いか な る 欠陥 や 不 完全 性 か ら も 無 綴 の アッ ラー の 崇高 さよ 。 ア ッ ラ ー に こそ 全 
E ま すべ きも の は あり ませ ん 。 ア ッ ラ テラー は 偉 


て の 賞賛 あ 

















大 で す 。 ア ッ ラ ー の 他 に 諾 事 を 司 り 事象 を 変 


@⑯ 集団 礼拝 に 





途中 参加 す 






































れ 。 唯一 の アッ ラー の 他 に 真 に 代 朝 









































遅れ て や っ て 来 て サラ ー に 途中 参 カ 
が その 者 に と っ て の 最初 の ラク ア と 見 な され 
る 前 に 過ぎ て し まっ た 分 の ラク ア を 完遂 し 














区 させ る 、 い か な る 威力 も あり ませ ん )」 ( ア 
ブー・ ダ ー ウ ー ド と アン テ ナ サ ー イ ー の 伝承 


H し た 者 は 、 そ の 参加 し た 時 点 で の ラク ア 








E す 。 そし もし て イマ ー ム が タス ルー ム し た 後 、 





ます 。 


人 @ サラ ー の 最 中 、 体 の 清浄 さ が 失 われ て し まっ た 場合 2 に どう する か ? 








サラ ー の 最 中 に 体 の 清浄 さ が 失 われ て し まっ た り 、 あ る い は 体 が 清浄 な 状態 に は な か っ 





























た こと を 思い 出し た り し た ら 、 そ の 時 点 で サラ ー を 中 








断 し ます 。 











アデ アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 問 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝 


往 と 平安 あれ ) 





ー ジ ャ の 伝承 3 





人 は 書い まし た 『 サ ジー を し て いる 最 
っ て し まっ た ら 、 鼻 を つ 3 














山 


良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (832) 、 
訳者 注 : 排便 、 放 尻 、 吾 睡 や 失神 や 杉町 な ど に よる 一 時 的 な 分 別 の 喪失 、 あ る い は 精液 の 放出 、 女 性 の 








や 産後 の 出 





















































に ( 放 














尼 し て ) 体 が 清浄 で は な く な 


AG 会 選 を 立ち 孝 る の だ 1 (ゲー ャ ダー ウー ド と イプ シマ 


スナ ン ・ ア ン テ ナ サー イー (9224)。 








DD 


な どの 、 イ スラ ー ム 法 上 に お ける 身体 的 に 汚れ た 状態 の こと を 指し ます 。 こ の 状態 か ら 





1 
2 
8 














隊 























清浄 な 状態 に 戻る に は 、 ウ ドゥ ー や グ ス ル を し な けれ ば な り ま せん 。 


3 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (1114) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1222)。 文章 は イブ ン ・ 











マー ジャ の も の 。 


下 


@⑯ サ 


1 一 各 ラ クア で いずれ の スー ラ (クル アー ン の 章 ) を 


み 切 る こと 、 ま た クル アー ン に 編 筑 さ れ て いる 順番 通り に スー ラ を 読む こと は スン ナ で 


読 
す 。 ま 





数 の スー ラ を 読む こと も 、 あ る い は 2 つの ラク ア で 同じ スー ラ を 繰り 返し 


求まる 


ラー で 何 を 読む べき か ? 





た 1 つの スー ラ を 2 つの ラク ア に 分 割 し て 読む こと も 可能 で すし 、 1 つの ラク 











読む に し ろ 、 そ の スー ラ を 最後 まで 


ア に 複 





読む こと も 出来 


クル アー ン に 編 往 され て いる 順番 に 逆行 し て スー ラ を 読む こと も 出来 ます が 、 そ れ 
を 常習 的 に 行う べき で は な く 、 時 々 行う の な ら 害 は あり ませ ん 。 











2 一 義務 の サラ ー で あれ 任意 の サラ ー で あれ 、 ス ー ラ の 最初 か ら 始め て 読ん で も 、 
か ら 始 め て 読ん で も 、 後 ろ の 方 か ら 始 め て 読ん で も 問題 は あり ませ ん 。 


@ サ 


イマ 


5 

















ラー で 沈黙 すべ き 場 所 : 





























真ん中 











ー ム で あれ 、 イマ ー ム に 従う 者 で あれ 、 あ る い は 単独 で サラ ー を 行う 者 で あれ 、 サ ラ 











こ は 2 箇所 沈黙 すべ き 箇 所 が あり ます : 





























1 箇所 

















を 声 に 出さ ず に 読む た めで す 。 


2 和信 





そし て この 2 人 箇 





箇所 目 は : クル アー ン を 読み 終わ っ た 後 か ら ル クー ゥ の 前 まで で す 。 











は : タク ビー ジム トッ ・ ア アル ニテ イフ ラー ム 24 後 で 、 サ ラー 開始 の ドゥ アー (祈願 ) 


所 以外 の 沈黙 - 例え ば イマ ー ム が アル テ フ ァ ー テ ィ バ 章 を 読み 終わ っ た 


後に 、 他 の 者 が それ を 読む た め の 時 間 を 与え る た め に 沈黙 する こと な ど - に は 、 法 的 根拠 
は あり ませ ん 。 


@ サ 


三 ! 





HL 

















ラー 開始 の 際 の ドッ ゥ アー (祈願 ) に は 3 種類 あり ます : 




















最 療 の も の は 「( あ ら ゆ る 欠陥 や 不 完全 性 か ら 遥 か に 無縁 な ) 崇高 な アデ ッ ラー よ .. 





」 5 の よ 


うに アッ ラー の 讃 美 か ら な る も の で 、 そ の 次 は 「 私 は 天地 の 創造 主 に 、 シ ルク 6 を 犯す 者 で 


は な く 純 1 























E な 信徒 7 と し て 顔 を 向け まし た .. 」8 の よう に 、 し も べ で が アッ ラー の イベ バー ダ ( 持 


4 訳者 注 : サ ラー を 開始 する 際 に 行う タク ビー ル の こと で す 。 ア ッ ラ ー が 何より も 偉大 で あり 、 そ れ 以 外 
の 存在 は か れ な し で は 存在 する こと が 出来 な い 小 さ な 存 在 で ある こと を 実感 する こと で 、 サ ラー 
の 念 を 呼び 起こ し 、 ま た か れ 以 外 の 何 か に 心 を 囚われ る こと が な いよ うに し ます 。 

5 訳者 注 : これ ら の ドゥ アー に 関し て の 詳細 は 「⑤ サ ラー の 形 」 の 項 を 参照 の こと 。 

6 訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 シ ルク 」 の 項 を 参照 の こと 。。 

7 訳者 注 : ヌー フ か ら イ ブ プラー ヒー ム 、 ム ー サ ー、 イ ー サ ー ら か ら 最 後 の 預 言 者 へ ムハンマド ( 彼 





ラー か ら の 祝福 と 


















































み に 宗 拝 行 為 を 向け る と いう 純正 な 一 神 教 の こと で す 。 


8 訳者 注 : こ の ドゥ アー は 「⑤ サ ラー の 形 」 に お いて 言及 され て いま せん 。 その 全体 訳 は 以下 の 通 
























































の 長 怖 





ら に アッ 


F 安 あれ ) に 至る まで 、 全 て の 預言 者 が 人 々 を それ に 誘っ て きた と ころ の 、 ア ッ ラ ー の 


り で す : 





「 私 は 天地 の 創造 主 に 、 シル ク を 犯す 者 で は な く 純正 な 信徒 と し て 顔 を 向け ま し た 。 私 の 礼拝 、 献身 行為 、 








2 

















拝 行為 ) に つい て 語る も の で 、 そ の 次 に 来る の が 「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た が 東西 の 間 を 遠く 


隔て られ た よう に .. 」 の よう に し も で の ドゥ アー か ら な る も の で す 。 


⑯ サラ ー を 遅らせ る こと に 関す る 法 的 見 解 : 








サラ ー を 定刻 か ら 遅 ら せ る の は 禁じ られ て いま す が 、 正 当 な 理由 の も と に ジャ ム み ゥ ・ 久 





アデ と ー ル 9 を 行 お うと する 者 、3 


限り で は あり 











E た は 何ら か の 大 き な 危 険 や 病 ( 
ませ ん 。 ま た サラ ー の 最 中 に 空 を 眺め る こと は 禁じ られ て いま す 。 














⑯ サラ ー に お いて 忌避 され る 行い : 


以下 に 挙げ る こと は 、 サ ラー の 最 中 に 忌避 され る 行い で す : 











こ 直 面 し て いる 者 な ど は その 




















危険 な どの 必要 に 襲わ れ た 場合 を 除き 、 振 り 向 いた りす る こと 。 




























































































































































































を 閉じ る こと 。 
顔 を 覆う こと 。 
(座位 姿勢 の 時 ) 犬 の よう に し ゃ が むこ と 。 
無駄 な 動作 。 
腰 に 手 を 置く こと 。 
よそ 見 。 
サジ ダ ( 伏 礼 ) で 両 腕 を 地面 に つけ る こと 。 
尿 や 放 万 を 我慢 する こと 。 
食欲 を そそ る 食べ 物 が 目 の 前 に あり 、 し か も それ を 食べ る こと の 出来 る 状態 に ある こ 
両 服 を 組ま ず に 垂らす こと 。 
と 鼻 を 覆う こと 。 
衣服 を まく っ た り 、 髪 を 縛っ た りす る こと 。 
あく で び 。 
モス ク で 貴 を 吐く こと (それ は 罪 で あや り 、 そ の 償い は 吐い た 貴 を 取り 除く こと で す 。 
また そもそも キ ブ ラ の 方 角 に 向かっ て 貴 を 吐く こと は 、 サラ ー の 最 中 か どう か を 問わ 
ず 禁 止 さ れ て いま す )。 
生 、 そ し て 死 は 並ぶ 者 な き お 方 で ある 全 世 界 の 主 ア ッ ラ ー に こそ 捧げ られ ます 。 私 は 実に その よう に 命じ 





られ 、 そ し て 服従 し た 者 た ちの 1 人 で す 。 
と ころ の 王 で す 。 あ な た は 私 の 主 で 私 は あな た の し も べべ です 。 私 は 自分 
分 の 罪 を 議 め まし た 。 で すか ら 私 の 罪 全 て を お 赦し 下さ い 。 罪 を 表 さ れる お 方 は あな た 以外 に いな い の 
良い 人 格 へ と 導い て 下さ い 。 そ こ へ 導く の は あな た 以外 !【 
肥 り 除 く お 方 は あな た 以外 に いま せん 。 私 は あな た に 常に 仕 を 、 あ な た の 御 
が あな た に 帰せ られ る こと は あり ま 























で す 。 私 を 最も 
り 除 いて 下さ い 。 趣 い 人 格 を 』 
許 に 馳せ 参じ ます 。 全 て の 秋 は あな た の 御手 の 内 に あり ます 。 悪 い 









































アッ ラー よ 、 あ な た は あな た 以外 に 真 に 崇拝 すべ きも の が な い 


























ヨ 身 に 不正 を 働き まし た 。 そ し て 

































































せん 。 私 は あな た に よっ て 存在 する も の で 、 あ な た の 御 許 へ と 帰り ます 。 
お わし ます お 方 。 私 は あな た に 人 罪 の 赦し を を い 、 あ な た に 悔 悟 し ます 。」 
9 訳者 注 : 時 間 帯 が 互い に 隣接 し た 2 つの 礼拝 を 、 順 番 が 遅い 方 の 礼 朝 





















































こい ませ ん 。 私 か ら 悪 い 人 格 を 取 














あな た は 祝福 に 溢れ 、 い と 高く 





E の 時 間 帯 に まとめ て 行う こと 。 








き 





@ も も し尿 や 放 














⑯ サラ ー 中 の よそ 見 に 関す る 法 的 見 解 : 











サラ ー の 最 中 の よそ 見 は 、 シ ャ イタ ー ン (悪魔 ) の 付 
的 な も の 、 と ② 心 に 関す る 精 
! 











> 


る 感覚 
て は 自ら の 左側 に 貴 を 3 回 
























































ー 














ジー ム ( 否 は アッ ラー 
える こと が 挙げ られ ます 。 


ー ュ 











に 向き 上 直る こと が 挙げ られ ます 。 








信 サラ ー に お いて スト ッッ ラ ブラ 12 を 用 いる こと : 














イマ ー ム で あれ 単独 で サラ ー を 行う 者 で あれ 、 壁 や 柱 、 








T 





L 











が 我慢 で きそう に な けれ ば 、 そ れ を 解消 








直し ます 。 も し その 時 水 が な けれ ば 、 タ ヤン ム ム 1 を し て サラ ー し ま 


的 な も の 、 の 2 つが あり 
時 0 0 だ 用 ーー ロッタ ラー ビッ ジッ タ ン ヤギ イグ クー ニッ ジグ 
呪 わ れ し シ ャ イタ ー ン (悪魔 ) か ら の ご 加護 を 分 いま す )」 
また 前 者 の 対処 策 に 関し て は 、 


ご ヴ 


に で が 6 だ みつ 6、 ザ ラー 





す 。 














し 


E 業 で す 。 よ そ 見 に は ① 身 体 に 関す 
E す が 、 後 者 の 対処 策 と し 


| 





気づい た 時 点 で すぐ さま キ ブ ラ 





央 や 棒 、 あ る い は 1 




















人 な ど を スト 


ウッ デ と も て 、 そ こ に 向かっ で サラ テー する の が スナ で す ,。 この こと に 関し て ば 男 が 女 が 、 





旅行 中 か そう で な いか 、 


義務 


の サラ ー か 人 





E 意 か な ど は 問わ れる こと が あり 























EE 生ん 。 一孝 イ 


マー ム に 従っ て サラ ー す る 者 に と っ て は 、 イ マー ム が スト ッ ラ の 役割 を 果たす こと に な り 


ご ヴ 





和 


7【T 


⑯ サラ ー し て いる 者 の 目 の 前 を 通過 する こと に 関す る 法 的 見 解 : 


1ー サ ラー を し て いる 者 と スト ゥ ッ ラ の 間 を 通過 する こと は 、 禁 じ ら れ て いま す 。 そ の 


な 場合 、 サ ラー 中 の 者 は 通過 し よう と する 者 を # 
て も 通過 され て し まっ た ら 、 そ の 時 は 罪 は その 者 に あり 、 サ ラ 
思 し 且 し と 共に - 減る こと は な いで 
































の 








ゝ 








2- イ マー ム で あれ 
女性 や ロバ や 犬 が 
者 の 間 を それ ら が 
に は な り ま せん 。 


Im 














通過 
通 導 


上 



































3 の 




















よう 、 出 来る だ け そ の 間隔 を 狭め る べき で す 。 


⑯ サラ ー に お いて 両手 を 上 げ る 人 箇所 : 
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位 の 洗浄 の こと 。 
11 





訳者 注 ・「 タ ヤン ム ム 」 と は 、 


訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 








る 時 、 砂 や 均 を 水 の 代 用 物 と し て 体 を 清浄 な : 


12 訳者 注 : サ ラー し て いる 最 





減っ た り 、 注 意 が そ が れ た り 、 か つ 通 





の も の で す 。 














E の 








央 態 に する こと で す 。 





に すぐ 前 方 を 通過 され な いよ うに 置く 、 何ら か の 
に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の スン ナ で 、 サ ラー の 際 に 齋 


























過 し た 
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し 返さ な けれ ば な り 


有 式 に お ける 、 心 身 の 清 浄化 を 意 


水 が 存 在 し な か っ た り 、 あ る い は 


E か に 前 方 を 通 
首 が そう する こと に より 罪 を 犯 


+ ト それ が 正 





























革 独 で サラ ー を 行う 者 で あれ 、 ス トッ ラ を 用 いて いな い 時 に その 前 
し た 場合 、 そ の サラ ー は 無効 と な り ま す 。 も し イマ ー ム と 彼 に 従 








上 9 


2 る し で り も 
H 体 の 報奨 は - アッ ラー 

















過 し た だ け の 場合 は 、 イ マー ム の サラ ー も 彼 に 従う 者 の サラ ー も 無 
また スト ッ ラ に 向かっ て サラ ー す る 者 は その 間 を 何者 か に 通過 され な い 

















ゝ レ 











し た 体 の 各部 


な 理由 で 使え な い 状 態 に あ 


クル アー ン の 4 章 43 節 参 照 の こと 。 























目印 の こと 。 預言 者 ( 彼 
過 さ れる こと で その 報奨 が 
し た りこ と を 未然 に 防ぐ た め 


1 一 アプ ブ ドッ ラ ー・ ブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 3 
と 平安 あれ ) が タク ビー ル に よっ て サラ ー を 開始 し 、 そ 

















ご 




















順 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 




















r[ 











の 際 に 両手 を 肩 の 高き まで 上 げ る の を 見 まし た 。 そ し て ルク ーッ に 移る 時 の タク 














際 も 、 同 様 に し まし た 。 ま た 


える 者 を お 聞き 入れ に な られ よう )* 
に し まし た 。 そ し て (その 時 彼 は ) こう 言い まし た ? 
全て の 称 堆 が あり 




















サミ デッラ テー フ ・ リ マン ・ ハ ミダ ン フン (アッ ラー は か れ を 讃 
と 唱え (て ルク ーッ ゥ か ら 起 立 姿 勢 に 戻 ) る 時 に も 同様 
ラッ パナ ー・ ワ ・ ラ カカ ・ ア ノル テハ スム 
E す )*」( ア ル ニ プ ハー リー と 








だ ゥ (私 た ちの 主 よ 、 そ し て あな た に こ 





ムスリム の 伝承 3) 














E し た :「 私 は 、 


ビー ル の 





2 一 ナー フィ ゥ ッ に よれ ば 、 イ ブン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あ れ ) は サラ ー を 開 





始 す る 際 に は タク ビー ル し 、 両手 を 上 げ ま し た 。 また ルク ーッ ゥ に 入る 時 に も 両 




















手 を 上 げ 、「 か 


ミア デッラ ー グ ・ リ マン ・ ハ ミダ ブ (アッ ラー は か れ を 讃え る 者 を お 聞き 入れ に な られ よう )」 














と 言う 時 に も 両手 を 上 げ ま し た 。3 
そし て イブ ン ・ ウ マル は この 行い を 、 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 











E た 2 ラク ア 






























































引き 継い ども の で ある と し まし た 。 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 13) 


⑯ サラ ジー 中 に 許さ れる こと : 


1 一 以下 の こと は サラ ー 中 に 許さ れ ま す : 








も し 必要 に 迫り られ た ら 、 タ ー バ ン や 頭 由 を か ぶる こと 。 


衣服 を 体 に 巻き つけ る こ 


ど 。 














上 衣 や 頭山 の 端 を 手 で # 
前 後に 動く こと 。 
説教 台 へ の 昇降 。 











モス ク 以 外 の 場所 で 、 左側 に 嘘 を 中 





を 時 まこ と 。 
































@ サラ ー し て いる 最 中 に 何 か の 許し を 請 わ れ た ら 、 





























る 年 の 。 








不 完全 性 か ら 病 か に 無縁 な ) 崇高 な テッ ラー よ 」 と 唱え る こと が 許可 の 代わ り と な り 3 
す 。 こ れ は 男性 の 場合 で 、 女 性 の 場合 は 





























13 
14 

















蛇 や サソリ な ど 危 険 な 生き 物 を 殺す こと 。 
子供 を 抱き か か える こと 。 
相 夫 が どの 理 南 で 、 表 肥 や ダー バン 、 頭 軸 な どの 上 で ザラ テー する ご と 。 











ロ 手 を 呆 い て 許可 の 代わ り と し 
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ます 。 





か ら 立 ち 上 が る 時 に も 両手 を 上 げ ま し た 。 
と 平 安 あれ ) か ら 


E く こと 。 あ る い は モス ク で も 手 巾 や 衣服 な ど に 忠 


「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー (あら ゆる 欠陥 や 





、 


ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (738) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (390)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
ヒー フ ・ ア デル テ ブ ハ ー リ ー (739)。 








人 @ サラ ー 中 で も くし ゃ み が 出 た ら 、 ア デッラ ー を 讃え る 15 の が よい で し ょ う 。 ま た サラ ー し レ し 
て いる 最 中 に 何 か 新 し い 恩 恵 が か もたらさ れ た ら 、 両手 を 上 げ て アッ ラー を 讃え て も 構い 
ませ ん 。 

































































単 3 
1 


7TT 

計 
Im 
中 











@ 単独 で 声 を 出す サラ ー を し て いる 者 は 、 タ タデ ミー ン 16 の 際 に も 声 を 出し ます 。 
で 声 を 出さ な い サ ラー を し て いる 者 は 、 夕 アデ ミー ン も 声 を 潜 め る よう に し ます 。 





























@⑯ 単独 で サラ ー す る 者 が 声 を 出す こと に 関し て の 法 的 見 解 : 






































男女 の 別 な く 単 独 で サラ ー す る 者 は 、 声 を 出す べき サラ ー を する 際 に 声 を 出し て 行う か 、 
ある い は 声 を 潜め て 行う か を 選択 する こと が 出来 ます 。 但 し 睡眠 中 に ある 者 や 病人 な ど 、 
そう する こと で 誰か 傍 に いる 者 に 迷惑 が か か り そ う な 時 、 ま た マハ ラム 17 で は な い 男 性 が 傍 
に いる 時 の 女性 な ど は 、 声 を 出さ ず に 行う べき で す 。 













































































15 訳者 注 : 詳 し く は 「 ク ルアー ン と スン ナ の フィ ク フ 」 の 章 の 「3 礼儀 作法 - くし ゃ み の 礼 儀 作法 」 
の 項 を 参照 の こと 。 

16 訳者 注 : ア ル ニ フ ァ ー テ ィ ハ バ 章 を 読み 終え を た と き に 唱え る 「 ア ー ミ ー ン 」 と いう 言葉 で 、「 ア ッ ラ ー よ 、 
祈り に ) お 応え 下さ い 。」 と いう 意味 が あり ます 。 

17 訳者 注 : マハ ラム と は 夫 や 、 ま た いか な る 状態 に お いて も 嬉 婚 が 許さ れ な い 関 係 に ある 父親 や 上 兄弟 や 
息子 な どの こと で す 。 
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